
施設入所高齢者の95％でRSSTが実施可能
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 半数以上が認知症であるが、RSSTの検査可能です



（よくある質問）測定毎に波形が変わり再現性がないのでは︖

嚥下回数、嚥下タイミングは、嚥下時の喉頭挙上に伴うセンサの伸長量により判定しており、

当て方問わず、測定開始時のセンサ装着状態を保持頂くことにより、再現性は確保できます。

※波形の縦軸は、各センサの伸び波形です。
喉頭の上下運動により、伸縮します。

 センサの伸長量と静電容量（電気的変化）は一次関数（直線）の関係が
あり、センサ装着時のセンサ伸長量を起点に、嚥下運動に伴うセンサ伸
長量を捉え、嚥下回数と嚥下タイミングを判定します。

 測定者によるセンサ装着時のあて方にてセンサ伸長量差はでますが、
装着時のセンサ伸長量からの変化を捉えるため、装着による個人差の
影響はありません。

 但し、波形は装着状態により変わりますので、波形の再現性を求める
ためには、センサを同じ位置に装着し測定する必要があります。

（例）センサの当て方により、装着時のセンサの伸び量は、①と②で違いま
すが、喉頭運動に伴うセンサ伸長量は同じになります。
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嚥下方法の違いが波形に反映される
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